
食
の
都
市
間
交
流
を
深

め
る
意
味
か
ら
も
、
関

係
者
の
意
見
を
十
分
伺
う
中
で
、

可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

昨
年
よ
り
質
問
し
て
い

る
市
役
所
の
執
務
時
間

延
長
の
件
だ
が
窓
口
業
務
に
限
っ

て
の
本
格
実
施
に
移
る
予
定
は
。

十
七
年
四
月
か
ら
本
格

実
施
す
る
方
向
。

公
平
公
正
の
立
場
か
ら

全
て
の
区
に
お
い
て
ゴ

ミ
集
積
場
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

今
後
、
未
設
置
の
区
に

つ
い
て
は
極
力
設
置
し

て
頂
く
よ
う
に
努
め
る
。

不
登
校
児
童
へ
の
対
策

は
。

退
職
有
志
の
先
生
か
ら

数
学
の
学
習
会
の
申
し

出
が
あ
り
来
年
か
ら
実
施
し
た

い
。

現
状
の
小
浜
市
の
奨
学

金
制
度
を
大
幅
に
見
直

し
、
親
に
頼
ら
な
く
て
も
進
学
で

き
る
制
度
に
。

小
浜
小
学
校
建
設
工
事

基
本
設
計
業
務
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
つ
い
て
。

提
案
型
の
業
者
選
定
方

式
を
採
用
し
、
優
秀
な

設
計
業
者
を
公
平
か
つ
厳
正
に
選

定
す
る
手
法
と
し
た
。
地
域
市
民

の
ご
理
解
を
得
た
上
で
通
学
区
域

審
議
会
に
諮
問
し
、
将
来
に
備
え

適
正
な
規
模
で
基
本
計
画
を
進
め

て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
、

停
電
音
声
告
知
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広
報
車
な
ど
不
能

不
通
を
前
提
に
し
た
自
主
防
災
組

織
の
確
立
と
各
集
落
避
難
所
お
よ

び
防
災
連
絡
所
開
設
と
各
地
区
公

民
館
拠
点
と
市
本
部
の
三
者
連
絡

体
制
の
確
立
、
孤
立
地
域
の
避
難

対
応
策
、
災
害
弱
者
、
山
林
の
保

水
力
の
強
化
、
水
防
倉
庫
な
ど
検

討
課
題
、
破
堤
時
の
対
応
策
を
問

う
。

防
災
行
政
無
線
を
各
公

民
館
へ
配
備
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
。
状
況
に
応
じ
た
早

め
早
め
の
対
応
に
努
め
る
。

農
業
課
題
に
つ
い
て
、

中
山
間
地
水
田
対
策
、

有
機
栽
培
の
取
り
組
み
、
認
定
農

家
、
農
業
法
人
の
支
援
策
を
問
う
。

取
り
組
む
。

教
育
環
境
に
つ
い
て
問

う
。

耐
震
診
断
後
の
小
学
校

改
築
は
緊
急
を
要
す
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

現
状
の
認
識
や
二
〇
一

〇
年
嶺
南
一
市
構
想
に
現
実
性
が

あ
る
の
か
、
今
後
の
小
浜
市
の
対

応
を
問
う
。健

全
で
身
の
丈
に
あ
っ

た
財
政
運
営
を
堅
持
す

る
。

高
速
道
路
（
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
）
の
小
浜
Ｉ

Ｃ
と
敦
賀
ま
で
の
開
始
時
期
お
よ

び
小
浜
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
の
考
え
を

問
う
。

用
地
買
収
後
、
四
〜
五

年
で
完
成
す
る
。
小
浜

西
Ｉ
Ｃ
か
ら
小
浜
Ｉ
Ｃ
間
は
完
成

次
第
供
用
す
る
。
全
線
開
通
が
地

域
活
性
化
へ
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
を
訴
え
全
力
で
取
り
組
む
。
周

辺
は
道
の
駅
と
の
一
体
化
で
整
備

し
、
農
業
農
村
活
性
化
エ
リ
ア
と

し
て
地
域
住
民
の
参
画
を
い
た
だ

き
進
め
て
い
く
。

保
育
園
の
統
廃
合
と
民

営
化
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

今
富
第
一
・
第
二
保
育

園
の
統
廃
合
を
図
り
民

営
化
し
て
い
き
た
い
。
公
設
民

営
・
民
設
民
営
の
問
題
、
さ
ら
に

一
校
区
二
園
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
統

廃
合
を
実
施
し
、
そ
の
後
は
入
園

児
童
数
の
増
減
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
中
で

進
め
て
い
く
。

学
童
保
育
を
六
年
生
ま

で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

か
。

原
則
で
は
三
年
生
ま
で

の
受
け
入
れ
を
し
て
お

り
、
今
後
四
年
生
以
上
の
受
け
入

れ
も
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え

実
施
し
て
い
き
た
い
。
学
童
ク
ラ

ブ
ニ
ー
ズ
結
果
に
よ
り
開
設
場
所

も
前
向
き
に
研
究
す
る
。

個
人
情
報
詐
欺
、
架
空

請
求
等
の
犯
罪
が
多
発

す
る
中
、
警
察
当
局
だ
け
で
治
安

を
守
る
の
は
困
難
な
現
状
で
あ

る
。
治
安
の
回
復
に
向
け
て
行
政

の
な
す
べ
き
対
応
を
伺
う
。

市
の
消
費
窓
口
、
広
報

お
ば
ま
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
を
実

施
す
る
と
と
も
に
警
察
、
県
嶺
南

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
団

体
と
連
携
し
て
、
被
害
防
止
に
取

り
組
む
。

エ
イ
ズ
や
性
感
染
症
を

防
止
す
る
に
は
、
正
し

い
知
識
が
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
と
思

う
が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

学
校
教
育
に
お
い
て

も
、
エ
イ
ズ
や
性
感
染

症
の
防
止
教
育
の
推
進
を
図
り
、

人
間
の
性
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
、
性

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。他

の
御
食
国
と
連
携
し

て
サ
ミ
ッ
ト
等
を
開
催

し
て
、
御
食
国
を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
は
ど
う
か
。
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①
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①
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②



本
市
議
会
で
は
、
平
成
十
五
年

六
月
に
設
置
し
た
市
町
村
合
併
特

別
委
員
会
を
、
十
二
月
定
例
会
に

お
い
て
委
員
長
の
報
告
書
を
承
認

し
、
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
、
将
来
の
小
浜

市
を
考
え
る
と
近
隣
町
村
と
の
市

町
村
合
併
問
題
は
重
要
な
案
件
と

し
、
特
別
委
員
会
の
設
置
以
降
、

特
に
合
併
特
例
法
期
限
内
に
小
浜

市
・
遠
敷
郡
に
お
け
る
合
併
方
策

な
ど
に
つ
い
て
精
力
的
に
委
員
会

を
開
催
し
、
関
係
議
会
へ
も
小
浜

市
議
会
の
意
向
を
申
入
れ
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
中
町
が
三

方
町
と
合
併
し
「
若
狭
町
」
が
誕

生
す
る
こ
と
や
、
名
田
庄
村
に
つ

い
て
も
大
飯
町
と
の
協
議
を
進
め

て
い
る
な
ど
、
本
市
議
会
の
意
向

に
沿
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
本
委
員

会
の
調
査
す
べ
き
事
項
が
消
滅
し

た
形
と
な
り
、
今
定
例
会
を
も
っ

て
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。

十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
副
議

長
が
交
代
し
た
こ
と
に
よ
り
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
お
よ
び
常
任

委
員
長
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
議
会
運
営
委
員
会
委
員

（
旧
）
小
堂
清
之
議
員

↓

（
新
）
石
野
　
保
議
員

〈
議
会
運
営
委
員
会
〉

委
員
長
　
木
橋
正
昭

副
委
員
長
　
深
谷
嘉
勝

委
　
員
　
三
木
　
尚

〃

垣
本
正
直

〃

藤
田
善
平

〃

清
水
正
信

〃

石
野
　
保

○
企
画
総
務
常
任
委
員
長

（
旧
）
小
堂
清
之
議
員

↓

（
新
）
西
本
正
俊
議
員

〈
企
画
総
務
常
任
委
員
会
〉

委
員
長
　
西
本
正
俊

副
委
員
長
　
上
野
精
一

委
　
員
　
富
永
芳
夫

〃

小
堂
清
之

〃

宮
崎
治
宇
蔵

〃

深
谷
嘉
勝

〃

水
尾
源
二

金
率
の
見
直
し
等
十
八
年
度
か
ら

実
施
す
る
方
針
が
明
記
さ
れ
、
三

位
一
体
改
革
の
理
念
に
反
し
か
ね

な
い
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
の
補
助
教
員
の

配
置
方
針
に
つ
い
て
。

来
年
度
は
緊
急
雇
用
関

係
の
補
助
金
は
無
く
な

る
が
、
基
礎
学
力
の
向
上
の
成
果

が
着
実
に
上
が
っ
て
お
り
補
助
教

員
の
派
遣
の
継
続
を
望
ん
で
お
り

ま
す
。

関
電
か
ら
「
安
全
協
定

の
改
定
に
あ
た
っ
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
す
る
回

答
が
あ
っ
た
が
、
小
浜
市
の
認
識

は
如
何
か
。必

要
が
あ
れ
ば
見
直
し

を
検
討
し
た
い
。

国
民
保
護
法
と
は
。

十
六
年
六
月
十
八
日
に

成
立
し
た
「
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の

措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
来
年
度
か
ら
小

浜
市
版
の
国
民
保
護
計
画
を
作
成

す
る
。

を
地
道
に
目
指
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
誘

致
折
衝
状
況
・
見
通
し
に
つ
い

て
。
ま
た
、
西
友
撤
退
後
の
テ
ナ

ン
ト
誘
致
状
況
は
。

未
定
だ
が
、
商
工
会
議

所
と
連
携
し
柔
軟
に
対

応
し
た
い
。陸

上
自
衛
隊
の
誘
致
活

動
は
。

防
衛
庁
長
官
ら
に
意
向

を
伝
え
た
。
今
後
も
実

現
に
向
け
熱
意
を
示
し
、
積
極
的

に
要
望
し
て
い
く
。

有
害
獣
（
猪
鹿
猿
熊
）

対
策
は
。
檻
の
貸
し
出

し
と
使
用
状
況
は
。

構
造
改
革
特
区
に
つ
い

て
。

三
位
一
体
の
改
革
に
つ

い
て
。

地
方
が
強
く
反
対
し
て

き
た
生
活
保
護
費
負
担

他
の
奨
学
金
と
の
併
用

を
認
め
、
理
工
系
や
医

学
系
な
ど
の
奨
学
金
も
見
直
し
た

い
。

登
下
校
時
の
安
全
対
策

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集
し
て

は
。

実
現
に
向
け
努
力
し
た

い
。

鯉
川
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
の
年
間
を
通
じ
た
有

効
利
用
は
。検

討
し
て
い
き
た
い
。

三
位
一
体
改
革
の
影
響

を
問
う
。
国
庫
補
助
負

担
金
・
地
方
補
助
金
の
削
減
は
ど

の
く
ら
い
か
。
税
源
移
譲
は
ど
の

く
ら
い
か
。
本
年
度
並
み
の
一
般

財
源
の
確
保
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財

政
運
営
を
行
う
。
行
革

に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
、
施
策
の
選
択

と
事
業
の
重
点
化
、
コ
ス
ト
縮
減

の
徹
底
を
図
る
。
市
の
財
政
拡
大
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gikai-jimu@ht.city.obama.fukui.jp�

◆会議録の閲覧は… 
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メニューの「議会・会議録」ボタン
から。 



去
る
十
一
月
七
日
（
日
）
に
、

朽
木
村
に
お
い
て
第
三
十
六
回
国

道
３
０
３
号
沿
線
市
町
村
親
善
球

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
浜
市
、
上
中
町
、
今
津
町
、

朽
木
村
の
四
市
町
村
で
毎
年
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会

は
、
今
津
町
と
朽
木
村
が
平
成
十

七
年
一
月
か
ら
高
島
市
と
な
り
、

ま
た
十
七
年
中
に
上
中
町
は
若
狭

町
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
市

町
村
揃
っ
て
の
大
会
は
今
回
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。

朽
木
村
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
想
い

出
の
森
を
会
場
と
し
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
競
い
ま
し
た
。
十
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
て
の
コ
ー
ス
の

た
め
、
選
手
は
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
ボ
ー
ル
を
操
る
こ
と
が
出
来

ず
、
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

小
浜
市
チ
ー
ム
は
四
市
町
村
中

三
位
と
結
果
は
振
る
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
会
議
で
の
交
流
と
は
違

い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
楽
し
い

雰
囲
気
で
選
手
同
士
が
交
流
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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本
市
議
会
で
は
、
鉄
道
や
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
総
合
的
な
交
通
問
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め

に
、
七
名
の
委
員
で
「
総
合
交
通
対
策
委
員
会
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。 

　
先
日
、
本
委
員
会
が
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

〈
期
日
〉 

　
十
一
月
十
一
日
（
木
）
〜
十
二
日
（
金
） 

〈
視
察
研
修
事
項
〉 

徳
島
県
海
部
郡
宍
喰
町 

 

「
阿
佐
海
岸
鉄
道
株
式
会
社
」 

　
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
平
成
四
年
三
月
に
開
業
。 

　
同
線
の
利
用
者
の
九
割
が
中
高
生
と
な
っ
て
い
る
。

運
営
状
況
が
厳
し
い
た
め
、
人
件
費
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
経
費
削
減
を
行
っ
て
い
る
が
、
思
う
よ
う

な
効
果
は
な
く
、
ま
た
、
鉄
道
に
対
す
る
住
民
意
識

も
開
業
当
時
に
比
べ
薄
れ
て
き
て
い
る
。 

　
行
政
・
事
業
所
が
連
携
し
て
様
々
な
形
の
乗
る
運

動
も
実
施
し
て
い
る
が
、
乗
客
の
増
加
に
は
な
か
な

か
結
び
つ
か
ず
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。 

　
車
社
会
に
押
さ
れ
な
が
ら
も
存
続
に
向
け
暗
中
模

索
の
状
況
。 

高
知
県
安
芸
市 

 

「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議
会
」 

　
平
成
十
四
年
七
月
に
同
線
開
通
。 

　
定
期
券
輸
送
人
員
は
地
元
高
校
の
就
学
時
間
に
合

わ
せ
た
た
め
微
増
し
て
い
る
が
、
観
光
客
等
の
輸
送

人
員
は
減
少
気
味
。 

　
阪
神
球
団
の
キ
ャ
ン
プ
地
な
ど
の
付
加
価
値
を
つ

け
て
観
光
資
源
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ま
ん
が
列
車

や
美
術
館
列
車
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
性
化
支

援
策
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
足
と
し
て
存
続
す

る
た
め
、
多
方
面
に
お
け
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。 

　
地
元
出
身
の
漫
画
家
や
な
せ
た
か
し
氏
の
協
力
に

よ
り
車
両
、
駅
舎
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ

を
実
施
す
る
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
豊
か
な
事
業
を
展
開
。 

国
道
３
０
３
号
沿
線
市
町
村

親
善
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

編
　
集
　
後
　
記

◎
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
大
雨
、
台
風
、
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
も
台
風
に
よ
り
道
路
や
農
林
水

産
業
へ
大
き
な
損
害
を
受
け
て
お
り
、
今
後

も
さ
ら
に
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
一

日
も
早
い
復
旧
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、
小
浜
小
学
校
の
建
設
や
不
燃
物
処

分
場
の
建
設
な
ど
、
大
規
模
な
事
業
が
本
格

的
に
動
き
出
す
年
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
は

じ
め
山
積
す
る
行
政
課
題
に
対
し
、
市
民
の

皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
最
大
限
の
努

力
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
広
報
委
員
会
〉

委
員
長
　
　
深
谷
　
嘉
勝

副
委
員
長
　
　
垣
本
　
正
直

委
　
　
員
　
　
下
中
　
雅
之

〃

富
永
　
芳
夫

〃

小
堂
　
清
之

開
か
れ
た
議
会
へ 

大会の一コマ


